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日本リサーチセンター（NRC）とは 

充実した調査・分析能力で、 

さまざまな企業様の経営・運営を支援します。 

調査メニュー 

企業プロフィール 

1960年 

・日本リサーチセンター設立 

・ギャラップインターナショナルとの提携 

 

1970年代 

・マーケティング研究本部設立 

・PR研究本部設立 

 

1980年代 

・CI分野への進出 

・ニューメディアへの対応 

 

1990年代 

・名古屋支社開設 

 

2000年代 

・日中リサーチセンター開設 

・ISO9001認証／ISO20252認証／プライバ
シーマーク取得 

市場調査で得られたデータをもとに、さまざまな戦略の提案を実施。 

情報を軸としたコンサルティングサービスを提供し、「ビジネスチャン 

スの極大化」および「ビジネスリスクの最小化」を図るお手伝いをして 

います。 



日本リサーチセンター（NRC）の関わった大規模調査案件 

■東京モーターショー 

■幕張／ビッグサイトにて 

■ＴＤＬにて労働組合イベント 

■各種会場調査多数実施 



インバウンド推進に向けて 

りんくうタウンを訪れる 
動機は何か？ 

りんくうタウンは、 
何が強みか？ 

りんくう 
タウン 

動因 

インバウンド推進は、 

動因の強化が重要 

強化因 誘因 

強める サービス施策の要素 誘う サービス施策の要素 

①情報・知識因子 
 ・タウン全体を把握 
 ・アトラクション、ブースに精通 
②ライブ因子 
 ・臨場感を得る 
 ・一体感を得る 
③帰属因子 
 ・コミュニティ帰属 
 ・楽しみ方の確立 
 ・心地よい居場所としての認識 

①メディア因子 
 ・アトラクション中継 
 ・報道、番組（ブース動向） 
 ・広告、ＣＭ 
②サービス因子 
 ・シリーズイベント 
 ・割引、無料チケット 
③ヒト因子 
 ・リファレンスグループからの
  影響 

①コンテンツ ・・・・ アニメが好き 
②プレイヤー ・・・・ ファンのプレイヤーがいる 
③郷土 ・・・・ 日本が好き 
④共有 ・・・・ 皆と感動を分かち合いたい 

調査 
で把握 



本･雑誌 
フリーペーパー 

異性 

友人・知人 店頭･商品 

家族 

TV 

ショップ 
店員 

インター 
ネット 

商品・サービス 

の提供 

ドライブ要因 

（動因） 

コミットメント 
インセンティブ要因 

（誘因） 

アンプ要因 

（動因強化因） 

関心の傾向性 

関与の方向性と度合い 

時間や資源 

ライフスタイル 

行為シーケンス 

生活環境 

使用する道具 

周辺人物 

ライフヒストリー 

ミーム分析（心の動き） 

対象に対する価値観 

社会年表 

情報流通経路の分析 動因強化要因モデル 

使い始める 

仕組み 

使い続ける 

仕組み 

★明確にするためのチェック項目 

●下記のようなチェック項目から、「情報流通経路」と「来街・来店の購入に向けた動因が何かを把握」します。 

調査内容のイメージ 



イベント現場での横断的な調査活動を通じて顧客情報（意識・行動）を収集し、 

個別ブースの情報を加え来店者の意識・行動を分析し、次期施策に活かす。 

「Ｍｉｎｄｐｏｉｎｔｅｒ」 
を利用したタウンでの顧客 

アンケート 
個別ブースの購買情報 

データ 
統合分析 

データ③ 

データ① 

データ② 

イベントにおける情報収集の意義 

「顔認証技術」活用した 
来場者情報記録 

連動 連動 

連 動 



本サービスにより、被写体の年齢・性別、リピート数を把握し、そのデータを分析すること
で来場者状況に応じた店舗戦略の立案を行い、その戦略を実施した結果をさらに分析
するPDCAサイクルを回すことで戦略の拡大・維持・見直しが可能になります。 

さらに購買情報や会員情報、気象や交通情報、イベント情報等ビッグデータ分析を行う
ことでより戦略的戦略展開に役立ちます。 

7 

マーケティング情報への応用 



場所指定 

「Ｍｉｎｄｐｏｉｎｔｅｒ」とは 

▐ タブレットに記録された画像を指で示して統計がとれるツール 



調査アプリを開発。タブレットPCにインストールし、各ブース内に設置。 

ブース来場者に「よかった」と思う部分を指で指定してもらいます。 

展開イメージ 

起動 

「START」に触れると起動します。 

チュートリアル 

英語の文章に、4コマ漫画的な 

イラストをつけ、使い方を説明。 

英語がわからなくても理解できる 

よう配慮します。 

※画面の中身はダミーです。 

展開１ 



調査の展開イメージ 

場所指定 

ブース内の心ひかれた場所を撮影し、 

指で指定してもらいます。 

展開１ 

言語選択 

「May I help you?」の文字とともに、 

さまざまな国の国旗を表示。 

国旗から言語を選んでいただきます。 



調査の展開イメージ 

情報分析 

得られた情報を月ごとに集計・分析し、 

レポートの形でご報告します。 

展開１ 

情報処理 

ブース内の、どの場所が選ばれたかを 

記憶し、データをサーバに送ります。 



●「日本の玄関口」としての施設 

●五輪効果による観光客の増加 

付帯提案：調査員のキャラクター化展開 

充実した「おもてなし」の重要性 

●ストレスなく施設を利用していただくための、充実した案内体制 

●来訪者が日本らしさを感じながら気軽に質問できるための仕掛け 

●来訪者の記憶に、りんくうタウンでの経験が「楽しい体験」として 

 残されるための仕掛け＝調査されたと感じないこと 

そのためには… 

日本の印象を、より強いものにしていくために。 

「楽しげ」な演出を盛り込むことが、 

クールジャパン成功の鍵です。 

展開２ 

Ｍａｙ Ｉ Ｈｅｌｐ Ｙｏｕ？ 



案内員を活用した「クールジャパン」的演出 

場内案内員のコスチュームを、日本を強く感じさせるさまざまな衣装にするこ
とで、来場者の「日本に来た！」という意識を刺激し、楽しんでいただきます。 

案内係＝調査員の「日本らしい」 

コスプレによる「クール・ジャパン」演出 

共通の「INFORMATION」の腕章をつけることで、 

海外からの来館者にも、案内係であることが 

すぐに分かるよう配慮します。 

忍者 侍 浴衣 アニメ
キャラ 

展開２ 

Ｍａｙ Ｉ Ｈｅｌｐ Ｙｏｕ？ 



案内員を活用した「クールジャパン」的演出 

人気となっているさまざまな施設では、個性的なコスチュームのスタッフが多く見ら
れます。会場の「非日常感」を演出するうえで、コスチュームの果たす役割は大きい
と考えます。 

コスチュームが施設の楽しさを加速させる 

上段：東京ディズニーランド 

三越 USJ USJ 日光江戸村 

展開２ 

Ｍａｙ Ｉ Ｈｅｌｐ Ｙｏｕ？ 



案内員を活用した「クールジャパン」的演出 

それぞれのキャラクターに合わせた、ちょっとした記念品を配布することで、 

お客様が帰国された後も、りんくうタウンをより強く印象付けることができます。 

コスチュームに合わせたミニグッズの配布 

忍者 侍 浴衣 アニメ
キャラ 

紙製の手裏剣 
うちわ トレーディングカード 扇子（ノベルティ用の簡易なもの） 

帰国された後も思い出を呼び起こすきっかけとなるグッズを配布することで、 

帰国後のバイラル効果が期待できます。 

展開２ 

Ｍａｙ Ｉ Ｈｅｌｐ Ｙｏｕ？ 



ケース事例：新横浜ラーメン博物館 

ただし 

年間外国人来場者数：2000年5,000人→現在15万人（300倍） 

１，過去、来訪した外国人に対して、インタビュー形式でヒアリング 

 質問１．来訪者の国の把握 →市場把握へ 

 質問２．当館に足りないもの（不満） →施策へ 

 質問３．どの媒体を見て、当館に来たか →ＰＲ・イベントへ 

 

２．言語対応は悩ましい。（切りがない） 

 現在、6言語対応を行う。 

  →日本・英・韓・中国（繁体字・筒体字） 

  イスラム 

 ただし、今でも「言語対応不足」との指摘 

 

３．フリーＷｉ-Ｆｉ対応 

 アンケートで浮かび上がる外国人来訪者の不満の第一は 

 このインフラ問題 

 

 

キーサクセスファクター 

土産店の案内 


